
    

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

兼山地区センターだより 
令和 3年 6月 1日  NO.39 
〒505-0130 可児市兼山 701-1 
℡59-2116 Fax59-2404 
Email：kane-koumin＠city.kani.lg.jp 

講 師 ポーセラーツサロン 『カデンツァ ｃａｄｅｎｚａ』Minami 

参加費  1,100円 プレート・マグカップのいずれかひとつ  

参加費は当日お持ちください。 

ご希望の方は、追加で作る事も出来ます。 

定 員  10名 先着順  

持ち物  ハサミ・ハンドタオル 

作品は、焼成のため当日持ち帰ることができません。 

後日地区センターにてお渡しとなります。 

申込期間 6月 7日（月曜日）から 6月 30日（水曜日）まで 

申込先 兼山地区センター ☎ 59-2116 

※ 講座は、コロナウイルス感染症の状況により、延期または 

中止になる場合があります。 

 

 

ポーセラーツって？ 

白磁の器に転写紙などを使って

オリジナル食器が作れる 

ハンドクラフトアートです。 

どなたでも気軽に楽しめます！ 

ロビー展開催 

7月 1日（木曜日）から 31日（土曜日）まで

『カデンツァ ｃａｄｅｎｚａ』Minami氏による 

ハンドクラフトアート展を開催します。おしゃれ

な作品をぜひご覧ください。 

 

地区センターからのお知らせ 

● 6月から、兼山地区センターは新型コロナワクチン接種の会場となります。 

・毎週水曜日 午後から ふれあいホールで藤掛内科によるワクチン接種を実施します。 

・水曜日は 17時まで、ふれあいホールの貸使用ができません。 

● 岐阜県に適用されているまん延防止等重点措置の対象期間が 6月 20日まで延長されましたので、地区セン

ターの開館時間の短縮および使用申請受付業務の中止が継続となりました。 

・地区センターは、午後 8時に閉館します。 

・既に貸館の予約が完了している場合、午後 8時まで使用が可能です。 

・新規使用申請受付は、6月 20日までできません。 

・今後の感染状況により、期間を延長する場合があります。 

・詳細につきましては、可児市ホームページをご覧いただくか、地区センターまでお問い合わせください。 

 

転写紙の絵柄は 

実際のものとは異なります 

気分はアイドルです！ 

5月 26日（水曜日）兼山小学校 2年生の児童が、 

総合学習のため地区センターに来館し、センター内を見

学しました。子どもたちから「お仕事で一番大変なことは、

どんなことですか？」と鋭い質問もあり、まじめに取り組む

姿がとても印象的でした。 

ふれあいホールでは、ステージに上がりスポットライトを

あびて、ポーズをとり楽しんでいる様子がとてもかわいか

ったです。 

 

ポーセラーツ（絵付け）体験講座 参加者募集 

7月 7日（水曜日）10：00～12：00 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

兼山♥知っ得（しっとく）情報 第 3回 

兼山地区 令和３年 5月 1日現在 

世帯数 557 世帯（0） 

人口 1225人 （-3）    
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「
兼
山
小
唄
」
「
兼
山
民
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後
世
に
つ
な
ぐ 

兼
山
小
学
校
の
五
年
生
と
六
年
生
を
対
象
と
し
た
総
合
学
習
の
授
業

で
、
兼
山
伝
統
の
「
兼
山
小
唄
」
と
「
兼
山
民
謡
」
の
唄
と
踊
り
を
学
ぶ
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。 

そ
の
講
師
と
し
て
、兼
山
の
伝
統
を
守
る
有
志
の
み
な
さ
ん
が
協
力
を
し

て
唄
と
踊
り
の
授
業
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
授
業
は
、十
月
に
行
う
予
定
で

す
。 講

師
の 

山
口
す
ま
子
さ
ん 
に
聞
き
ま
し
た 

●
今
回
の
お
話
を
受
け
て
ど
う
思
い
ま
し
た
か
？ 

と
て
も
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
兼
山
の
伝
統
が
子
ど
も
た
ち
に
継
承
で
き

る
こ
と
は
大
変
良
い
こ
と
で
、こ
の
機
会
を
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に
も
感
謝
し
て

い
ま
す
。
今
ま
で
、
活
動
を
通
し
て
守
っ
て
き
た
こ
と
が
役
に
立
て
る
と
思
う

と
、
「
や
っ
て
き
て
良
か
っ
た
な
ぁ
」
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

小
学
校
の
先
生
方
も
兼
山
の
昔
の
こ
と
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
も
ら
え

る
の
で
、本
当
に
あ
り
が
た
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。 

授
業
で
は
、生
歌
と
生
演
奏
で
踊
る
予
定
で
す
。 

生
歌
、
三
味
線
、
太
鼓
に
合
わ
せ
て
踊
る
機
会
は
め
っ
た
に
な
い
事
な
の
で
、

子
ど
も
た
ち
に
も
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
で
す
。 

私
た
ち
も
し
っ
か
り
と
練
習
を
し
て
、
子
ど
も
た
ち
に
喜
ん
で
も
ら
え
る

様
に
頑
張
り
た
い
で
す
。 

 

※ 

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、お
ま
つ
り
も
中
止
と
な
り
益
々
踊
る
機
会
が
な
く
な

り
ま
し
た
が
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
が
、
地
域
の
文
化
と
伝
統
を
守
る
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
す
。ご
協
力
い
た
だ
く
み
な
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

講
師
の
み
な
さ
ん 

 

踊
り
指
導   

大
野
慶
子
さ
ん 

唄
・三
味
線
伴
奏 

  

民
謡
虹
の
会 

踊
り
・太
鼓
伴
奏 

  
 
 
 
 
  

兼
山
烏
峰
太
鼓 

    

会議室の東側の植木に鳥が巣を

作り、大切に卵を温めていました。 

無事に産まれることを願います。 


